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公
民
館
は
住
民
に
と
っ
て
の
「
私
の
大
学
」
で
す

津
軽
三
味
線
に
は
、
寒
く
厳
し
い

冬
の
景
色
が
似
合
い
ま
す
。
津
軽
の

雪
景
色
を
想
い
う
か
べ
、
三
味
線
の

音
色
を
聴
き
な
が
ら
、
も
う
す
ぐ
来

る
春
を
待
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
曲

目
＝
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
新

節
・
津
軽
お
は
ら
節
他

▼
民

謡
＝
津
軽
あ
い
や
節
、
津
軽

山
唄
他

▼
舞

踊
＝
り
ん
ご
節
、花
笠
音
頭
他

※
三
味
線
に
触
れ
た
り
、
み
ん
な
で

唄
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
違
う
楽
器

と
三
味
線
の
共
演
も
楽
し
め
る
よ
。

▼
と

き
＝
２
月

日
17

（土）

時
～

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

60

▼
出

演
＝
小
山
貢
慶
社
中

み
つ
よ
し

▼
申

込
＝
２
月
８
日

時
よ
り

（木）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

注
【
初
め
て
の
方
を
優
先
と
し
ま
す
】

時
代
を
超
え
て
、
恋
は
文
学
の
中

心
的
な
主
題
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
な
ぜ
人
は
恋
を
す
る
の
か
、
恋

愛
に
お
け
る
日
本
的
な
も
の
と
は
何

か
、
な
ど
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
、
い

く
つ
か
の
文
学
作
品
を
通
し
て
考
え

ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
身
体
観
の

変
遷
に
も
言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と

き
＝
別
表
の
と
お
り

毎
週

木
曜
日

時
～

時

19

21

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

30

▼
講

師
＝
助
川
幸
逸
郎
（
横
浜
市

立
大
学
講
師
）

▼
申

込
＝
２
月
７
日

時
か
ら

（水）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

内 容月日回

歌垣は古代の合コ
ン？

2/151

『源氏物語』に見る恋
の諸相①②

2/222

3/13

「魔性の女」の系譜学3/84

現代文学と日本人の
恋と身体

3/155

ん
な
場
所
で
す
。
哲
学
史
や
哲
学
者

に
つ
い
て
の
知
識
は
要
り
ま
せ
ん
。

み
ず
か
ら
哲
学
を
「
す
る
」
こ
と
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
「
許
さ
れ
る
嘘
、
許
さ
れ

な
い
嘘
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。
こ

の
倫
理
的
な
問
題
を
、
力
を
合
わ
せ

て
解
き
明
か
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

▼
と

き
＝
２
月

日
18

（日）

時
～

時

14
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▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

20

深
く
問
い
、
徹
底
的
に
考
え
よ
う
。

ル
ー
ル
に
則
っ
た
対
話
を
通
し
て
本

の
っ
と

質
に
迫
ろ
う
。「
哲
学
の
広
場
」
は
そ

▼
案
内
人
＝
木
島
泰
三
（
法
政
大
学

講
師
）

▼
申

込
＝
２
月
５
日

時
か
ら

（月）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

谷戸公民館

家
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寡
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加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い

る
団
体
が
一
年
間
の
学
び
の
成
果
を

発
表
し
合
う
場
と
し
て
、
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
今
回

回
を
迎
え
ま
す
。

19

４
月

日

・

日

に
向
け
て

21

（土）

22

（日）

実
行
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、
発

表
や
展
示
を
希
望
す
る
団
体
・
個
人

で
も
「
ま
つ
り
」
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
実
行
委
員
会
開
催
日

２
月

日
・
３
月

日
と

日
・

17

10

24

４
月
７
日
の
各
土
曜
日
。

▼
と
こ
ろ
・
時
間

谷
戸
図
書
館
会
議
室

時
～

時

15

17

▼
呼
び
か
け
＝
第

回
谷
戸
ま
つ
り

19

実
行
委
員
会

※
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、
中
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で

「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に

始
ま
っ
た
「
谷
戸
ま
つ
り
」
は
、
谷
戸

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
連
絡
先
＝
谷
戸
公
民
館

谷戸公民館谷戸公民館

谷戸公民館　
味
、
色
、
香
り
に
魅
せ
ら
れ
る
ワ

イ
ン
。

　
一
粒
の
ぶ
ど
う
か
ら
ワ
イ
ン
に
な

る
ま
で
の
工
程
・
料
理
と
の
相
性
・

ワ
イ
ン
の
歴
史
を
学
ん
で
食
卓
を
豊

か
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
ワ
イ
ン
に
秘
め
ら
れ
た
謎
が
解
れ

ば
き
っ
と
あ
な
た
も
ワ
イ
ン
の
虜
に
。

▼
と
　
き
＝
別
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
時
～
　
時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対
　
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定
　
員
＝
　
人
（
申
込
順
）

30

▼
講
　
師
＝
田
辺
広
行
（
シ
ニ
ア
ワ

イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
　

日
本
ソ

（社）

ム
リ
エ
協
会
認
定
）

▼
申
　
込
＝
２
月
６
日
　
　
時
か
ら

（火）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

　
奈
良
、
平
安
時
代
、
仏
師
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
仏
像
た
ち
。

　
仏
像
に
は
様
々
な
顔
が
あ
り
、
手

の
表
現
、
持
ち
物
、
座
り
方
等
が
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
見
て
い
て
疑

問
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。

　
仏
像
の
見
方
が
わ
か
れ
ば
今
ま
で

と
違
っ
た
仏
さ
ま
に
巡
り
合
い
ま
す
よ
。

▼
と
　
き
＝
別
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
時
～
正
午

10

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対
　
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定
　
員
＝
　
人
（
申
込
順
）

30

▼
講
　
師
＝
田
中
義
恭
（
元
東
京
国

立
博
物
館
資
料
課
長
）

▼
申
　
込
＝
２
月
　
日
　
　
時
か
ら

14

（水）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

＊
見
学
会
の
交
通
費
は
自
己
負
担

　
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
が
、
３
年

ぶ
り
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　
沖
縄
の
唄
と
踊
り
、 
三
 線   
の
音

さ
ん
 し
ん

色
に
耳
を
傾
け
、
ひ
と
と
き
の
沖

縄
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
と
　
き
＝
３
月
　
日
　

10

（土）

　
　
　
　
　
　
時
～
　
時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

内　　　　容月日回

ぶどうの発祥からワイン発達の歴史につ
いて

2/111

ぶどうからワイン誕生まで2/182

世界のワインについて2/253

内　　　　容月日回

様々な仏像ー役割とかたち（土）3/31

仏像の材質ー技法と表現（日）3/112

仏像の魅力－調べ方・楽しみ方（土）3/173

仏像に会いに行こうー深大寺釈迦
如来像

（土）3/244

家
寡

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
賑
わ
い

去
年
の
谷
戸
ま
つ
り

ひばりが丘公民館

谷戸公民館

谷戸公民館




